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遠賀・中間１市４町合同企画

　
20
世
紀
初
頭
、
鉄
の
需
要
が
高
ま
っ
て

い
く
中
、
製
鐵
所
は
事
業
拡
大
を
目
指
し

ま
し
た
。そ
の
た
め
に
必
須
だ
っ
た
の
が
、

大
量
の
水
の
確
保
で
し
た
。

　
そ
こ
で
水
源
と
し
て
期
待
さ
れ
た
の
が

遠
賀
川
。
遠
賀
川
は
、
古
く
か
ら
「
氾
濫

す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
渇
水
す
る
こ
と

は
な
い
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
豊
か
な
水
量

を
誇
っ
て
い
た
の
で
す
。

　
し
か
し
、
問
題
は
遠
賀
川
か
ら
製
鐵
所

ま
で
の
約
11
㎞
に
も
及
ぶ
距
離
。
こ
れ
を

解
決
し
た
の
が
、
海
外
で
実
績
の
あ
っ
た

ヘ
イ
ソ
ー
ン
・
デ
ビ
ー
社
製
（
イ
ギ
リ
ス
）

の
蒸
気
エ
ン
ジ
ン
ポ
ン
プ
で
し
た
。
産
炭

地
で
あ
っ
た
中
間
市
に
は
、
そ
の
蒸
気
エ

ン
ジ
ン
ポ
ン
プ
を
動
か
す
た
め
に
必
要
な

石
炭
が
、
大
量
に
あ
り
ま
し
た
。

　「
水
」
と
「
石
炭
」。
こ
の
２
つ
の
資
源

に
恵
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
、
中
間
市
で
の

ポ
ン
プ
室
建
設
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
筑
豊
地
方
や
遠
賀
・
中
間
地
域
で
産
出

さ
れ
た
石
炭
は
、
重
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

と
し
て
利
用
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
石
炭
は
、

遠
賀
川
や
堀
川
を
利
用
し
た
「
水
運
」
や

鉄
道
を
利
用
し
た
「
陸
運
」
で
運
搬
さ
れ
、

国
の
産
業
発
展
の
礎
と
な
っ
た
の
で
す
。

「
水
」
と
「
石
炭
」
が

ポ
ン
プ
室
建
設
の
決
め
手

ブ
ラ
ッ
ク
ダ
イ
ヤ
が
紡
ぐ

国
の
産
業
発
展
の
歴
史

大正時代昭和時代
1940 1930 1920 1910
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ブラックダイヤと５つの物語

　
遠
賀
川
水
源
地
ポ
ン
プ
室
は
、
官
営
八

幡
製
鐵
所
の
施
設
と
し
て
、
明
治
43
（
１

９
１
０
）
年
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
時
、
製
鐵
所
の
鉄
鋼
業
は
国
が
進
め

る
近
代
化
の
柱
と
し
て
重
要
視
さ
れ
、
鉄

鋼
の
生
産
量
を
２
倍
に
す
る
計
画
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
計
画
に
欠
か
せ
な
い
の
が

「
水
」。
そ
の
水
を
遠
賀
川
か
ら
製
鐵
所
ま

で
供
給
し
続
け
て
い
る
の
が
、
こ
の
施
設

で
す
。

１
０
０
年
以
上
稼
働
す
る
ポ
ン
プ
室

【
中
間
市
】
遠
賀
川
水
源
地
ポ
ン
プ
室

●
と
こ
ろ
　
中
間
市
土
手
ノ
内

鉄
鋼
業
に
欠
か
せ
な
い

「
水
」
を
送
る
ポ
ン
プ
室

23施設で１つの世界遺産
　極めて短期間のうちに急速な近
代化を遂げた日本。その近代化の
過程を示す重要な産業遺産群とし
て、長崎県の端島炭坑（軍艦島）
や山口県の松下村塾など、８県に
点在する23施設が「明治日本の
産業革命遺産　製鉄・製鋼、造船、
石炭産業」として、世界遺産に登
録されました。

稼働施設の登録は日本初
　中間市の遠賀川水源地ポンプ
室は、その23の施設に含まれて
います。現在も稼働している施設
が世界遺産に登録されるのは、日
本では初めてのことです。

明治日本の産業革命遺産
製鉄・製鋼、造船、石炭産業

　
今
月
の
特
集
記
事
で
は
、
遠
賀
・
中
間
１
市
４
町
の
文
化
遺

産
を
紹
介
。
こ
の
地
域
が
日
本
の
近
代
化
に
ど
の
よ
う
に
関
わ

っ
て
き
た
の
か
を
伝
え
ま
す
。

　
黒
い
ダ
イ
ヤ
と
も
い
わ
れ
た
石
炭
。
か
つ
て
筑
豊
地
方
か
ら

遠
賀
・
中
間
地
域
に
か
け
て
は
、
石
炭
の
一
大
産
地
と
し
て
知

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　「
官
営
八
幡
製
鐵
所
の
誘
致
」「
遠
賀
川
と
堀
川
の
水
運
の
盛

衰
」「
鉄
道
の
発
達
」
と
い
う
私
た
ち
が
住
む
地
域
で
起
き
た

出
来
事
を
、
そ
の
「
石
炭
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で
結
び
付
け
、

５
つ
の
物
語
に
し
ま
し
た
。

江戸時代明治時代
1900 1890 1880 1870 1860

世界遺産に登録
平成27年７月５日

上）新日鐵住金㈱八幡製鐵所まで、毎日12万トン
の水を送っている鉄管道路。

下）ヘイソーン・デビー社製の蒸気エンジンポン
プ。ポンプの高さは地上５m、地下２mにも
なります。

左）世界文化遺産に登録された構成資産の一つ、
遠賀川水源地ポンプ室（写真提供：新日鐵住
金㈱八幡製鐵所）
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遠賀・中間１市４町合同企画
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、
鉄
の
需
要
が
高
ま
っ
て

い
く
中
、
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鐵
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は
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。
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大正時代昭和時代

遠賀・中間１市４町合同企画

　
ま
た
、
若
松
港
か
ら
石
炭
を
積
み
出
す

た
め
、
遠
賀
川
と
洞
海
湾
を
つ
な
ぐ
堀
川

ル
ー
ト
の
水
運
も
活
発
に
な
り
ま
す
。

　
明
治
時
代
に
な
り
、
石
炭
産
業
が
発
達

す
る
と
、
遠
賀
川
、
堀
川
流
域
を
行
き
交

う
川
ひ
ら
た
は
ま
す
ま
す
増
え
ま
し
た
。

　
明
治
30
年
ご
ろ
に
は
遠
賀
川
流
域
の
川

ひ
ら
た
は
約
７
０
０
０
艘
を
数
え
、
そ
の

う
ち
半
数
以
上
が
遠
賀
郡
内
の
川
ひ
ら
た

で
し
た
。
そ
の
中
で
も
、
芦
屋
町
の
川
ひ

ら
た
は
最
も
多
く
を
占
め
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
石
炭
輸
送
の
役
割
は
、
大
量

に
早
く
輸
送
が
で
き
る
鉄
道
に
、
徐
々
に

移
っ
て
い
く
も
の
の
、
川
ひ
ら
た
で
の
輸

送
も
昭
和
時
代
初
期
ま
で
続
き
ま
し
た
。

　
現
存
す
る
川
ひ
ら
た
は
２
艘
だ
け
だ
と

い
わ
れ
、
芦
屋
町
中
央
公
民
館
と
県
立
折

尾
高
校
（
八
幡
西
区
大
膳
）
に
１
艘
ず
つ

保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

1940 1930 1920 1910

り
ま
し
た
。

　
石
炭
産
業
の
発
展
に
伴
い
、
堀
川
を
行

き
交
う
輸
送
船
は
急
速
に
増
加
。
明
治
時

代
に
な
る
と
輸
送
が
石
炭
採
掘
に
追
い
つ

か
な
く
な
り
、
明
治
24
（
１
８
９
１
）
年

に
は
、
若
松
～
直
方
間
に
開
通
し
た
筑
豊

興
業
鉄
道
で
の
輸
送
が
始
ま
り
ま
す
。

　
明
治
30
（
１
８
９
７
）
年
に
は
、
現
在

の
北
九
州
市
に
官
営
八
幡
製
鐵
所
が
誘
致

さ
れ
ま
し
た
。
製
鉄
に
必
要
な
石
炭
が
豊

富
に
あ
る
筑
豊
炭
田
が
控
え
、
水
運
や
鉄

道
で
の
高
い
輸
送
能
力
を
持
つ
立
地
が
注

目
さ
れ
て
の
こ
と
で
す
。

　
石
炭
輸
送
の
役
割
は
、
徐
々
に
鉄
道
に

移
っ
て
い
く
も
の
の
、
昭
和
時
代
初
期
ま

で
堀
川
の
水
運
は
活
躍
し
続
け
ま
し
た
。

　
江
戸
時
代
に
遠
賀
川
と
洞
海
湾
を
つ
な

い
だ
堀
川
。
そ
の
流
れ
は
、
日
本
の
重
化

学
工
業
の
発
展
に
貢
献
し
た
の
で
す
。

　
堀
川
は
、
遠
賀
川
か
ら
分
か
れ
、
洞
海

湾
へ
注
ぐ
約
12
㎞
の
運
河
で
す
。
江
戸
時

代
初
期
に
遠
賀
川
洪
水
の
防
止
、
か
ん
が

い
用
水
の
確
保
、
物
資
の
流
通
を
目
的
と

し
て
開
削
が
計
画
さ
れ
ま
し
た
。

　
宝
暦
12
（
１
７
６
２
）
年
に
開
通
し
、

宝
暦
13
年
に
川
ひ
ら
た
が
堀
川
を
行
き
来

し
始
め
ま
す
。

　
当
初
は
、
１
日
平
均
５
艘そ

う

く
ら
い
の
船

が
、
藩
の
年
貢
（
米
・
大
豆
）
を
運
ん
で

い
る
程
度
で
し
た
が
、
特
産
物
（
ハ
ゼ
の

実
・
ろ
う
・
菜
種
・
卵
）
や
日
用
品
も
運

搬
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　
江
戸
時
代
後
半
に
、
筑
豊
の
遠
賀
川
流

域
で
石
炭
が
採
掘
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と

若
松
ま
で
石
炭
を
積
み
出
す
輸
送
路
と
な

江
戸
時
代
か
ら

流
れ
続
け
る
運
河

石
炭
の
採
掘
が

変
え
た
役
割

日
本
の
重
化
学
工
業
の

発
展
に
貢
献

日
本
の
近
代
化
を
支
え
た
水
運

遠
賀
川
か
ら
洞
海
湾
ま
で
の
水
運
を
可
能
に
し
た
堀
川
は
、
地
域
の
石
炭
産
業
を

活
性
化
さ
せ
、そ
れ
が
官
営
八
幡
製
鐵
所
の
誘
致
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

【
水
巻
町
】
堀
川

上）明治時代中期の水巻町吉田付近。堀
川に多くの川ひらたが付けている。

左）大正時代の河守神社前（水巻町吉田東）
の堀川。川ひらたが帆を揚げるのは珍
しい。

●
と
こ
ろ
　
水
巻
町
吉
田
東
～
水
巻
町
吉
田
団
地

5 広報おんが　2016.3.10
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1900 1890 1880 1870 1860

ブラックダイヤと５つの物語

　
ま
た
、
若
松
港
か
ら
石
炭
を
積
み
出
す

た
め
、
遠
賀
川
と
洞
海
湾
を
つ
な
ぐ
堀
川

ル
ー
ト
の
水
運
も
活
発
に
な
り
ま
す
。

　
明
治
時
代
に
な
り
、
石
炭
産
業
が
発
達

す
る
と
、
遠
賀
川
、
堀
川
流
域
を
行
き
交

う
川
ひ
ら
た
は
ま
す
ま
す
増
え
ま
し
た
。

　
明
治
30
年
ご
ろ
に
は
遠
賀
川
流
域
の
川

ひ
ら
た
は
約
７
０
０
０
艘
を
数
え
、
そ
の

う
ち
半
数
以
上
が
遠
賀
郡
内
の
川
ひ
ら
た

で
し
た
。
そ
の
中
で
も
、
芦
屋
町
の
川
ひ

ら
た
は
最
も
多
く
を
占
め
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
石
炭
輸
送
の
役
割
は
、
大
量

に
早
く
輸
送
が
で
き
る
鉄
道
に
、
徐
々
に

移
っ
て
い
く
も
の
の
、
川
ひ
ら
た
で
の
輸

送
も
昭
和
時
代
初
期
ま
で
続
き
ま
し
た
。

　
現
存
す
る
川
ひ
ら
た
は
２
艘
だ
け
だ
と

い
わ
れ
、
芦
屋
町
中
央
公
民
館
と
県
立
折

尾
高
校
（
八
幡
西
区
大
膳
）
に
１
艘
ず
つ

保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
川
ひ
ら
た
は
、
船
底
が
浅
く
平
ら
に
な

っ
て
い
る
の
が
特
徴
の
川
船
で
す
。
海
で

使
わ
れ
る
船
は
、
波
を
切
っ
て
進
む
た
め

船
底
が
三
角
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
浅
い
河
川
で
使
わ
れ
る
船
に
は
、
底

が
つ
か
え
な
い
こ
の
形
状
が
適
し
て
い
る

の
で
す
。

　
古
代
か
ら
重
要
な
港
で
あ
っ
た
芦
屋
町

は
、
川
ひ
ら
た
を
使
っ
た
水
運
業
で
も
知

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
特
に
、
江
戸
時
代
後
期
以
降
、
筑
豊
炭

田
な
ど
の
石
炭
の
輸
送
手
段
と
し
て
、
川

ひ
ら
た
が
重
要
な
役
割
を
担
い
ま
す
。
川

ひ
ら
た
に
載
せ
ら
れ
た
石
炭
は
、
遠
賀
川

を
下
っ
て
芦
屋
港
に
運
ば
れ
、
海
を
渡
る

沖
船
へ
と
積
み
出
さ
れ
ま
し
た
。

浅
い
河
川
を
進
む
の
に

有
利
な
川
ひ
ら
た

芦
屋
港
や
若
松
港
へ
の

石
炭
運
搬
で
活
躍

水
運
の
主
力
は

芦
屋
町
の
川
ひ
ら
た

遠
賀
川
を
行
き
交
っ
た
川
ひ
ら
た

筑
豊
炭
田
な
ど
の
石
炭
運
搬
に
使
わ
れ
た
川
ひ
ら
た
。五
平
太
船
と
も
呼
ば
れ
、

最
盛
期
に
は
約
７
０
０
０
艘そ

う

の
船
が
遠
賀
川
や
堀
川
を
行
き
交
い
ま
し
た
。

【
芦
屋
町
】
川
ひ
ら
た

上）芦屋町中央公民館に展示されている現
存する川ひらた。「ひらた船」という名
称で県指定文化財になっています。

左）川ひらたを改造した船に乗り、芦屋見
物と船遊びをする香月町（現・八幡西
区香月）の貝島大辻炭坑の職員。

●
と
こ
ろ
　
芦
屋
町
中
ノ
浜
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大正時代昭和時代

遠賀・中間１市４町合同企画

　
ま
た
、
若
松
港
か
ら
石
炭
を
積
み
出
す

た
め
、
遠
賀
川
と
洞
海
湾
を
つ
な
ぐ
堀
川

ル
ー
ト
の
水
運
も
活
発
に
な
り
ま
す
。

　
明
治
時
代
に
な
り
、
石
炭
産
業
が
発
達

す
る
と
、
遠
賀
川
、
堀
川
流
域
を
行
き
交

う
川
ひ
ら
た
は
ま
す
ま
す
増
え
ま
し
た
。

　
明
治
30
年
ご
ろ
に
は
遠
賀
川
流
域
の
川

ひ
ら
た
は
約
７
０
０
０
艘
を
数
え
、
そ
の

う
ち
半
数
以
上
が
遠
賀
郡
内
の
川
ひ
ら
た

で
し
た
。
そ
の
中
で
も
、
芦
屋
町
の
川
ひ

ら
た
は
最
も
多
く
を
占
め
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
石
炭
輸
送
の
役
割
は
、
大
量

に
早
く
輸
送
が
で
き
る
鉄
道
に
、
徐
々
に

移
っ
て
い
く
も
の
の
、
川
ひ
ら
た
で
の
輸

送
も
昭
和
時
代
初
期
ま
で
続
き
ま
し
た
。

　
現
存
す
る
川
ひ
ら
た
は
２
艘
だ
け
だ
と

い
わ
れ
、
芦
屋
町
中
央
公
民
館
と
県
立
折

尾
高
校
（
八
幡
西
区
大
膳
）
に
１
艘
ず
つ

保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

1940 1930 1920 1910

り
ま
し
た
。

　
石
炭
産
業
の
発
展
に
伴
い
、
堀
川
を
行

き
交
う
輸
送
船
は
急
速
に
増
加
。
明
治
時

代
に
な
る
と
輸
送
が
石
炭
採
掘
に
追
い
つ

か
な
く
な
り
、
明
治
24
（
１
８
９
１
）
年

に
は
、
若
松
～
直
方
間
に
開
通
し
た
筑
豊

興
業
鉄
道
で
の
輸
送
が
始
ま
り
ま
す
。

　
明
治
30
（
１
８
９
７
）
年
に
は
、
現
在

の
北
九
州
市
に
官
営
八
幡
製
鐵
所
が
誘
致

さ
れ
ま
し
た
。
製
鉄
に
必
要
な
石
炭
が
豊

富
に
あ
る
筑
豊
炭
田
が
控
え
、
水
運
や
鉄

道
で
の
高
い
輸
送
能
力
を
持
つ
立
地
が
注

目
さ
れ
て
の
こ
と
で
す
。

　
石
炭
輸
送
の
役
割
は
、
徐
々
に
鉄
道
に

移
っ
て
い
く
も
の
の
、
昭
和
時
代
初
期
ま

で
堀
川
の
水
運
は
活
躍
し
続
け
ま
し
た
。

　
江
戸
時
代
に
遠
賀
川
と
洞
海
湾
を
つ
な

い
だ
堀
川
。
そ
の
流
れ
は
、
日
本
の
重
化

学
工
業
の
発
展
に
貢
献
し
た
の
で
す
。

　
堀
川
は
、
遠
賀
川
か
ら
分
か
れ
、
洞
海

湾
へ
注
ぐ
約
12
㎞
の
運
河
で
す
。
江
戸
時

代
初
期
に
遠
賀
川
洪
水
の
防
止
、
か
ん
が

い
用
水
の
確
保
、
物
資
の
流
通
を
目
的
と

し
て
開
削
が
計
画
さ
れ
ま
し
た
。

　
宝
暦
12
（
１
７
６
２
）
年
に
開
通
し
、

宝
暦
13
年
に
川
ひ
ら
た
が
堀
川
を
行
き
来

し
始
め
ま
す
。

　
当
初
は
、
１
日
平
均
５
艘そ

う

く
ら
い
の
船

が
、
藩
の
年
貢
（
米
・
大
豆
）
を
運
ん
で

い
る
程
度
で
し
た
が
、
特
産
物
（
ハ
ゼ
の

実
・
ろ
う
・
菜
種
・
卵
）
や
日
用
品
も
運

搬
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　
江
戸
時
代
後
半
に
、
筑
豊
の
遠
賀
川
流

域
で
石
炭
が
採
掘
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と

若
松
ま
で
石
炭
を
積
み
出
す
輸
送
路
と
な

江
戸
時
代
か
ら

流
れ
続
け
る
運
河

石
炭
の
採
掘
が

変
え
た
役
割

日
本
の
重
化
学
工
業
の

発
展
に
貢
献

日
本
の
近
代
化
を
支
え
た
水
運

遠
賀
川
か
ら
洞
海
湾
ま
で
の
水
運
を
可
能
に
し
た
堀
川
は
、
地
域
の
石
炭
産
業
を

活
性
化
さ
せ
、そ
れ
が
官
営
八
幡
製
鐵
所
の
誘
致
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

【
水
巻
町
】
堀
川

上）明治時代中期の水巻町吉田付近。堀
川に多くの川ひらたが付けている。

左）大正時代の河守神社前（水巻町吉田東）
の堀川。川ひらたが帆を揚げるのは珍
しい。

●
と
こ
ろ
　
水
巻
町
吉
田
東
～
水
巻
町
吉
田
団
地
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遠賀・中間１市４町合同企画

用
い
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
昭
和
６
年
に

廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
米
軍
芦
屋
基
地
へ
の
物
資
輸

送
な
ど
を
す
る
路
線
が
必
要
と
な
り
、
昭

和
22
年
に
再
び
遠
賀
川
駅
と
芦
屋
が
結
ば

れ
ま
す
。
こ
れ
が
、国
鉄
芦
屋
線
で
す
。
昭 

和
25
年
に
は
一
般
旅
客
を
乗
せ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の
路
線
も
米
軍
芦

屋
基
地
が
返
還
さ
れ
た
昭
和
36
年
に
廃
止

さ
れ
ま
し
た
。

　
国
鉄
室
木
線
は
、
明
治
41
（
１
９
０
８
） 

年
か
ら
昭
和
60
年
ま
で
遠
賀
川
駅
か
ら
鞍
手

町
の
室
木
駅
ま
で
を
結
ん
で
い
ま
し
た
。

　
石
炭
運
搬
の
役
割
を
終
え
た
後
も
、
通

勤
や
通
学
に
利
用
さ
れ
、
新
幹
線
建
設
の

た
め
の
資
材
運
搬
用
の
路
線
と
し
て
も
活

躍
し
ま
し
た
。
今
で
も
、
遠
賀
川
駅
付
近

で
は
、
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
姿
を
残
す
廃

線
跡
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
明
治
時
代
初
期
か
ら
日
本
の
産
業
発
展

に
貢
献
し
て
き
た
筑
豊
炭
田
。
そ
の
石
炭

産
業
の
黄
金
時
代
に
遠
賀
川
駅
は
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。

　
遠
賀
川
駅
は
、
国
鉄
室
木
線
な
ど
石
炭

運
搬
を
主
な
目
的
と
す
る
路
線
が
接
続
す

る
基
幹
駅
だ
っ
た
の
で
す
。

　
石
炭
産
業
の
発
展
と
鉄
道
開
通
で
の
人

口
の
急
激
な
増
加
は
、
遠
賀
村
か
ら
の
町

制
施
行
を
実
現
さ
せ
ま
し
た
。

　
遠
賀
川
駅
か
ら
芦
屋
ま
で
を
つ
な
い
だ

の
が
、
芦
屋
軽
便
鉄
道
の
路
線
で
す
。
大

正
４
（
１
９
１
５
）
年
に
開
業
し
た
芦
屋

軽
便
鉄
道
で
し
た
が
、
芦
屋
港
か
ら
若
松

港
へ
と
石
炭
積
み
出
し
の
主
力
基
地
の
役

割
が
移
っ
た
こ
と
な
ど
で
、
石
炭
運
搬
に

遠
賀
町
誕
生
に
強
い
影
響
を

与
え
た
石
炭
産
業

今
も
残
る
廃
線
跡

追
憶
の
国
鉄
室
木
線

開
通
と
廃
止
を
繰
り
返
し
た

芦
屋
と
の
路
線

石
炭
産
業
と
共
に
歩
ん
だ
基
幹
駅

石
炭
産
業
の
黄
金
時
代
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
遠
賀
川
駅
。

基
幹
駅
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
路
線
を
つ
な
げ
て
い
た
の
で
す
。

【
遠
賀
町
】
遠
賀
川
駅

大正時代昭和時代
1940 1930 1920 1910

上）遠賀川駅を発着していた8620形の
蒸気機関車。活躍していた当時の姿の
まま遠賀総合運動公園に展示されてい
ます。

左）手前の橋梁が室木線跡、奥は鹿児島
本線下り。

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
遠
賀
川
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間
駅
（
宗
像
市
赤
間
駅
前
）
に
抜
け
て
い

た
の
で
す
。
急
勾
配
の
区
間
で
は
、
列
車

の
前
後
か
ら
補
助
機
関
車
で
支
援
す
る
こ

と
で
、
何
と
か
通
過
し
て
い
ま
し
た
。
こ

の
後
、
城
山
ト
ン
ネ
ル
を
開
通
さ
せ
、
勾

配
の
緩
い
路
線
へ
変
更
さ
れ
た
の
で
す
。

　
そ
の
当
時
の
風
景
が
残
る
場
所
が
、
岡

垣
町
海
老
津
に
あ
る
赤
レ
ン
ガ
ア
ー
チ
で

す
。
現
在
の
路
線
が
で
き
る
前
の
旧
路
線

で
使
わ
れ
て
い
た
も
の
で
、
遠
賀
川
駅
～

赤
間
駅
間
が
開
通
し
た
時
に
、
ド
イ
ツ
人

技
師
が
イ
ギ
リ
ス
式
の
設
計
で
造
っ
た
も

の
で
す
。

　
こ
の
こ
ろ
の
橋
梁
に
は
、
簡
単
に
手
に

入
り
、
外
観
が
美
し
い
素
材
と
し
て
、
レ

ン
ガ
が
多
く
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
道
路

と
立
体
交
差
に
な
っ
て
い
た
レ
ン
ガ
造
り

の
美
し
い
ア
ー
チ
は
、
今
も
明
治
文
化
の

面
影
を
残
し
て
い
ま
す
。

　
石
炭
産
業
の
発
展
を
受
け
、
石
炭
輸
送

は
大
量
に
早
く
輸
送
で
き
る
鉄
道
へ
と
移

っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
時
代
の

流
れ
を
受
け
、明
治
23
（
１
８
９
０
）年 

に
遠
賀
川
駅
～
赤
間
駅
間
の
鉄
道
路
線
が

開
通
し
ま
す
。

　
初
め
の
予
定
で
は
、
現
在
よ
り
も
海
岸

寄
り
を
通
る
は
ず
だ
っ
た
こ
の
路
線
。
し

か
し
、
陸
軍
の
命
令
で
、
海
か
ら
攻
撃
さ

れ
に
く
い
位
置
へ
と
変
更
さ
れ
ま
す
。
こ

う
し
て
、
内
陸
部
に
遠
賀
川
駅
が
建
設
さ

れ
、
岡
垣
町
の
山
あ
い
を
抜
け
る
現
在
の

路
線
の
原
型
が
で
き
た
の
で
す
。

　
実
は
、
こ
の
時
の
路
線
は
現
在
よ
り
も

南
側
を
通
っ
て
い
ま
し
た
。
岡
垣
町
と
宗

像
市
の
境
界
に
あ
る
城
山
峠
を
越
え
て
赤

旧
路
線
の
軌
跡
を
残
す
美
し
い
ア
ー
チ

遠
賀
郡
内
に
初
め
て
鉄
道
が
通
っ
た
明
治
時
代
後
期
。
そ
の
こ
ろ
の
軌
跡
を
た

ど
る
こ
と
が
で
き
る
橋

き
ょ
う
り
ょ
う梁
が
、
今
も
な
お
鉄
道
の
往
来
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。

ブラックダイヤと５つの物語

【
岡
垣
町
】
赤
レ
ン
ガ
ア
ー
チ

汽
車
は
海
岸
寄
り
を

走
る
予
定
だ
っ
た

開
通
し
た
路
線
に
は

急
勾
配
の
難
所
が
あ
っ
た

今
も
路
線
の
か
た
わ
ら
に

た
た
ず
む
美
し
い
橋
梁

江戸時代明治時代
1900 1890 1880 1870 1860

上）美しいアーチを描く、レンガ造りの橋梁
（岡垣町指定文化財）。

左）赤レンガアーチに代わり現在も鉄道の
往来を支えるレンガ造りのトンネル。 

（写真中左）

●
と
こ
ろ
　
岡
垣
町
海
老
津
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用
い
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
昭
和
６
年
に

廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
米
軍
芦
屋
基
地
へ
の
物
資
輸

送
な
ど
を
す
る
路
線
が
必
要
と
な
り
、
昭

和
22
年
に
再
び
遠
賀
川
駅
と
芦
屋
が
結
ば

れ
ま
す
。
こ
れ
が
、国
鉄
芦
屋
線
で
す
。
昭 

和
25
年
に
は
一
般
旅
客
を
乗
せ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の
路
線
も
米
軍
芦

屋
基
地
が
返
還
さ
れ
た
昭
和
36
年
に
廃
止

さ
れ
ま
し
た
。

　
国
鉄
室
木
線
は
、
明
治
41
（
１
９
０
８
） 

年
か
ら
昭
和
60
年
ま
で
遠
賀
川
駅
か
ら
鞍
手

町
の
室
木
駅
ま
で
を
結
ん
で
い
ま
し
た
。

　
石
炭
運
搬
の
役
割
を
終
え
た
後
も
、
通

勤
や
通
学
に
利
用
さ
れ
、
新
幹
線
建
設
の

た
め
の
資
材
運
搬
用
の
路
線
と
し
て
も
活

躍
し
ま
し
た
。
今
で
も
、
遠
賀
川
駅
付
近

で
は
、
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
姿
を
残
す
廃

線
跡
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
明
治
時
代
初
期
か
ら
日
本
の
産
業
発
展

に
貢
献
し
て
き
た
筑
豊
炭
田
。
そ
の
石
炭

産
業
の
黄
金
時
代
に
遠
賀
川
駅
は
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。

　
遠
賀
川
駅
は
、
国
鉄
室
木
線
な
ど
石
炭

運
搬
を
主
な
目
的
と
す
る
路
線
が
接
続
す

る
基
幹
駅
だ
っ
た
の
で
す
。

　
石
炭
産
業
の
発
展
と
鉄
道
開
通
で
の
人

口
の
急
激
な
増
加
は
、
遠
賀
村
か
ら
の
町

制
施
行
を
実
現
さ
せ
ま
し
た
。

　
遠
賀
川
駅
か
ら
芦
屋
ま
で
を
つ
な
い
だ

の
が
、
芦
屋
軽
便
鉄
道
の
路
線
で
す
。
大

正
４
（
１
９
１
５
）
年
に
開
業
し
た
芦
屋

軽
便
鉄
道
で
し
た
が
、
芦
屋
港
か
ら
若
松

港
へ
と
石
炭
積
み
出
し
の
主
力
基
地
の
役

割
が
移
っ
た
こ
と
な
ど
で
、
石
炭
運
搬
に

遠
賀
町
誕
生
に
強
い
影
響
を

与
え
た
石
炭
産
業

今
も
残
る
廃
線
跡

追
憶
の
国
鉄
室
木
線

開
通
と
廃
止
を
繰
り
返
し
た

芦
屋
と
の
路
線

石
炭
産
業
と
共
に
歩
ん
だ
基
幹
駅

石
炭
産
業
の
黄
金
時
代
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
遠
賀
川
駅
。

基
幹
駅
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
路
線
を
つ
な
げ
て
い
た
の
で
す
。

【
遠
賀
町
】
遠
賀
川
駅

大正時代昭和時代
1940 1930 1920 1910

上）遠賀川駅を発着していた8620形の
蒸気機関車。活躍していた当時の姿の
まま遠賀総合運動公園に展示されてい
ます。

左）手前の橋梁が室木線跡、奥は鹿児島
本線下り。

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
遠
賀
川
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不 動 産
リフォーム

家を売りたい、土地を売りたい・・家を売りたい、土地を売りたい・・
不動産売買なら吉田住建に
おまかせ下さい！

どうぞお気軽にご相談下さい(*^-^*)

ご相談 査 定 は 無料無料 です

二級建築士も２名在籍しております。
小さな工事からリフォームまでおまかせ下さい。

Public News
2016.3.10

■遠賀町役場

☎ 093（293）1234
℻ 093（293）0806

■遠賀町中央公民館

☎ 093（293）1355
℻ 093（293）5533

■駅前サービスセンター

☎ 093（293）8233
℻ 093（293）8234

■遠賀コミュニティーセンター

☎ 093（293）6525
℻ 093（293）7057

※改修工事のため、3月末まで休館します。
　工事期間中、事務室は、遠賀体育センター
　の２階に移動します。

■遠賀体育センター

☎ 093（293）5434

■遠賀町立図書館

☎ 093（293）9090
℻ 093（293）9091

■ふれあいの里センター

☎ 093（293）2030
℻ 093（293）8506

■遠賀町消費生活相談窓口

☎ 093（293）7783

遠賀町ホームページ

http://www.town.onga.lg.jp

遠賀町ホームページ

http://www.town.onga.lg.jp

地元岡垣にて開業38年、長年の経験と地域に根ざした豊富な情報力
で、適正に価格を査定いたします。スタッフ全員が宅地建物取引士（国
家資格）、安心の地元の不動産業者です。

※有料広告の内容は、直接広告主にお問い合わせください。

☎ 093-293-5322

暮らしの中の様々なご相談をお受けします。

 行政書士　中小企業診断士　ファイナンシャルプランナー

遠賀町浅木382-4

遺言書作成
相続手続き・離婚手続き
官公署許認可手続き
経営体質の改善
家計・各種保険の見直し

起業支援
任意後見手続き
各種契約書･示談書作成及び立ち会い
経営上の諸問題
ライフプラン作成、手持ち資産の活用

献
血
の
お
願
い

～
輸
血
の
必
要
な
患
者
さ
ん
を

救
う
た
め
に
～

　
輸
血
に
必
要
な
新
鮮
な
血
液
を
い

つ
で
も
十
分
に
確
保
し
て
お
く
た
め

に
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
一
人
一
人
の
献
血
へ
の
参
加

が
、
病
気
や
け
が
の
治
療
を
支
え
、

患
者
さ
ん
を
救
い
ま
す
。

　
希
望
者
に
は
、
生
化
学
検
査
、
血

球
計
数
検
査
結
果
を
お
送
り
し
ま

す
。
ま
た
、
骨
髄
バ
ン
ク
登
録
の
相

談
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

●
と
　き
　
３
月
22
日（
火
）

　▽
午
前
10
時
～
正
午

　▽
午
後
１
時
～
４
時

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
役
場

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
本
人
確
認
が

で
き
る
も
の（
健
康
保
険
証
、
運

転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）、

献
血
磁
気
カ
ー
ド（
献
血
し
た
人

に
交
付
済
み
）

●
内
　容
　
４
０
０
ml
　

●
対
　象
　
17
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の

男
性
、
18
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の
女

性
で
、
体
重
が
50
㎏
以
上
の
人

※
65
歳
以
上
の
人
は
、
60
歳
か
ら
64

歳
ま
で
に
献
血
経
験
が
あ
る
人

●
問
い
合
わ
せ
　
健
康
対
策
係

遠
賀
霊
園

お
彼
岸
の
お
知
ら
せ

【
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
】

●
と
　き
　
３
月
20
日（
日
・
祝
）

●
運
行
区
間
　

　JR
遠
賀
川
駅
～
遠
賀
霊
園

●
内
　容
　
　

　▽
JR
遠
賀
川
駅
発
遠
賀
霊
園
行
き

　　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時
　

　▽
遠
賀
霊
園
発
JR
遠
賀
川
駅
行
き

　　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

※
各
バ
ス
は
30
分
間
隔
で
運
行
し
ま
す
。

【
霊
園
入
口
を
24
時
間
開
門
】

　
彼
岸
の
間
は
、
24
時
間
開
門
し
て

い
ま
す
。

●
と

　き
　
３
月
17
日（
木
）午
前
７

時
～
23
日（
水
）午
後
６
時

●
問
い
合
わ
せ
　
管
財
係

犬
の
育
て
方
セ
ミ
ナ
ー

●
と
　き
　
３
月
28
日（
月
）

　午
後
１
時
30
分
～
４
時

［
受
付
］午
後
１
時
～

●
と
こ
ろ
　
福
岡
県
宗
像
総
合
庁
舎

　（宗
像
市
東
郷
）

●
内
　容
　
犬
の
飼
い
方
に
つ
い
て 

知
り
た
い
こ
と
な
ど
を
モ
デ
ル
犬

の
実
技
を
通
じ
て
説
明
し
ま
す
。

※
犬
の
同
伴
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
講
　師
　
福
岡
県
動
物
愛
護
推
進
員

（
家
庭
犬
し
つ
け
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

●
定
　員
　
30
人（
先
着
順
）

●
費
　用
　
無
料

●
申
込
期
限
　
３
月
23
日（
水
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　福
岡
県
宗
像
･
遠
賀
保
健
福
祉
環

境
事
務
所
　
保
健
衛
生
課
　

　☎
０
９
４
０（
３
６
）６
０
９
８

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
募
集

　
健
康
で
働
く
意

欲
の
あ
る
人
、
生

き
が
い
の
た
め
に

働
き
た
い
人
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
入
会
し
ま

せ
ん
か
。

●
対
　象
　
町
内
に
住
ん
で
い
る
60

歳
以
上
の
人

●
内
　容

施
設
管
理
、
自
動
車
の
運
転
、
不

法
投
棄
パ
ト
ロ
ー
ル
、
屋
内
清
掃
、

屋
外
清
掃
、
調
理
、
配
達
、
剪
定
、

草
刈（
機
械
使
用
）、
草
取
り（
手
作

業
）　
ほ
か

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　遠
賀
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　☎
０
９
３（
２
９
３
）８
０
０
７

国
税
専
門
官
採
用
試
験

●
試
験
日
　
５
月
29
日（
日
）

●
対
　象

▽
昭
和
61
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
7

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

▽
平
成
7
年
4
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
大
学
を
卒
業（
見
込

み
を
含
む
）す
る
人

●
申
込
期
間
　

▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
　

　
　
　
４
月
１
日（
金
）～
13
日（
水
）

▽
郵
送
　
４
月
１
日（
金
）～
４
日（
月
）

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
い
内
容

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　
▽
福
岡
国
税
局
人
事
第
二
課

　　
☎
０
９
２（
４
１
１
）０
０
３
１
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遠賀コミュニティーセンターからの

スポーツのすゝめ

春の教室募集
①「ハニーズキッズダンス教室」無料体験会
●と　き　４月10日（日）午前10時30分～ 11時30分
●ところ　遠賀コミュニティーセンター
●対　象　幼児年中～小学６年生（新学年）
●持ってくるもの　室内シューズ、タオル
②ピラティス
●と　き　毎週木曜日　午前11時～正午　
③やさしいフラ（フラダンス教室）
●と　き　毎週月曜日　
　　　　　午前10時30分～ 11時30分
※②③の費用は１回につき810円、申込期限は３月

末日です。
※②③は申込が5人未満の場合は開講しません。

●申し込み・問い合わせ　遠賀コミュニティーセンター
　☎０９３（２９３）６５２５

URL  http://onga-sportspark.com
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不 動 産
リフォーム

家を売りたい、土地を売りたい・・家を売りたい、土地を売りたい・・
不動産売買なら吉田住建に
おまかせ下さい！

どうぞお気軽にご相談下さい(*^-^*)

ご相談 査 定 は 無料無料 です

二級建築士も２名在籍しております。
小さな工事からリフォームまでおまかせ下さい。

Public News
2016.3.10

■遠賀町役場

☎ 093（293）1234
℻ 093（293）0806

■遠賀町中央公民館

☎ 093（293）1355
℻ 093（293）5533

■駅前サービスセンター

☎ 093（293）8233
℻ 093（293）8234

■遠賀コミュニティーセンター

☎ 093（293）6525
℻ 093（293）7057

※改修工事のため、3月末まで休館します。
　工事期間中、事務室は、遠賀体育センター
　の２階に移動します。

■遠賀体育センター

☎ 093（293）5434

■遠賀町立図書館

☎ 093（293）9090
℻ 093（293）9091

■ふれあいの里センター

☎ 093（293）2030
℻ 093（293）8506

■遠賀町消費生活相談窓口

☎ 093（293）7783

遠賀町ホームページ

http://www.town.onga.lg.jp

遠賀町ホームページ

http://www.town.onga.lg.jp

地元岡垣にて開業38年、長年の経験と地域に根ざした豊富な情報力
で、適正に価格を査定いたします。スタッフ全員が宅地建物取引士（国
家資格）、安心の地元の不動産業者です。

※有料広告の内容は、直接広告主にお問い合わせください。

☎ 093-293-5322

暮らしの中の様々なご相談をお受けします。

 行政書士　中小企業診断士　ファイナンシャルプランナー

遠賀町浅木382-4

遺言書作成
相続手続き・離婚手続き
官公署許認可手続き
経営体質の改善
家計・各種保険の見直し

起業支援
任意後見手続き
各種契約書･示談書作成及び立ち会い
経営上の諸問題
ライフプラン作成、手持ち資産の活用

す
く
す
く（
乳
児
）ひ
ろ
ば

●
と
　き
　
３
月
15
日（
火
）

［
受
付
］午
前
９
時
30
分
～
10
時
30
分

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
対
　象
　
生
後
２
か
月
か
ら
1
歳

未
満
ま
で
の
乳
児

●
内
　容
　
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
、

身
体
計
測
、
保
健
師
・
助
産
師
の

育
児
相
談
、
栄
養
士
の
栄
養
相
談

●
費
　用
　
無
料

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
母
子
健
康
手

帳
、
バ
ス
タ
オ
ル
　

●
問
い
合
わ
せ
　
健
康
対
策
係

こ
と
ば
と
心
の
相
談

●
と
　き
　
４
月
１
日（
金
）

［
受
付
］午
前
９
時
～
正
午

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

※
１
組
30
分
程
度
で
す
。

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
対
　象
　
１
歳
か
ら
就
学
前
ま
で

の
幼
児

●
内
　容
　
臨
床
心
理
士
の
言
葉
や

心
の
発
達
相
談

●
費
　用
　
無
料

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
健
康
対
策
係

水
上
の
競
技「
レ
ガ
ッ
タ
」を

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か

レ
ガ
ッ
タ
教
室

　
教
室
で
は
、
初
心
者
で
も
取
り
組
み

や
す
い
４
人
漕
ぎ
の
ナ
ッ
ク
ル
艇
を
使

用
し
ま
す
。
１
人
で
の
参
加
も
可
能
で

す
の
で
、
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
と
　き
　
４
月
10
日（
日
）

　
午
前
10
時
～
正
午

※
天
候
に
よ
り
実
施
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
川
漕
艇
場

●
対
　象
　
誰
で
も
可

　（
乗
艇
で
き
る
の
は
中
学
生
以
上
）

●
内
　容
　
レ
ガ
ッ
タ
の
講
習
・
実
技

●
費
　用
　
無
料

●
申
込
期
限
　
４
月
６
日（
水
）

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
運
動
で
き
る

服
装
・
タ
オ
ル

※
水
に
濡
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
着
替
え
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
ス
ポ
ー
ツ
文
化
係

２
０
１
６
年
度

「
韓
国
語
講
座
」受
講
生
募
集

　
４
月
12
日（
火
）か
ら
開
講
し
ま
す
。

【
入
門
ク
ラ
ス
】

●
と
　き
　
火
曜
日
の
午
後
７
時
～

８
時
30
分（
月
３
回
）

●
対
　象
　
韓
国
語
が
全
く
分
か
ら

な
い
人

【
初
級
ク
ラ
ス
】

●
と
　き
　
金
曜
日
の
午
後
７
時
～

８
時
30
分（
月
３
回
）

●
対
　象
　
韓
国
語
を
少
し
学
ん
だ

こ
と
が
あ
る
人

【
中
級
ク
ラ
ス
】

●
と
　き
　
水
曜
日
の
午
後
３
時
～

４
時
30
分（
月
３
回
）

●
対
　象
　
韓
国
語
を
あ
る
程
度
話

す
こ
と
が
で
き
る
人

【
共
通
事
項
】

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
韓
国
会
館

　（
水
巻
町
頃
末
南
）

●
定
　員
　
20
人（
先
着
順
）

●
費
　用
　
2
５
０
０
円
／
月（
受
講
料
）

※
テ
キ
ス
ト
代
が
別
途
必
要
で
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
遠
賀
韓
国
会
館

　
☎
０
９
３（
２
０
１
）１
８
２
３
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※改修工事のため、3月末まで休館します。
　工事期間中、事務室は、遠賀体育センター
　の２階に移動します。
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■遠賀町立図書館
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地元岡垣にて開業38年、長年の経験と地域に根ざした豊富な情報力
で、適正に価格を査定いたします。スタッフ全員が宅地建物取引士（国
家資格）、安心の地元の不動産業者です。

※有料広告の内容は、直接広告主にお問い合わせください。

☎ 093-293-5322

暮らしの中の様々なご相談をお受けします。

 行政書士　中小企業診断士　ファイナンシャルプランナー

遠賀町浅木382-4

遺言書作成
相続手続き・離婚手続き
官公署許認可手続き
経営体質の改善
家計・各種保険の見直し

起業支援
任意後見手続き
各種契約書･示談書作成及び立ち会い
経営上の諸問題
ライフプラン作成、手持ち資産の活用

献
血
の
お
願
い

～
輸
血
の
必
要
な
患
者
さ
ん
を

救
う
た
め
に
～

　
輸
血
に
必
要
な
新
鮮
な
血
液
を
い

つ
で
も
十
分
に
確
保
し
て
お
く
た
め

に
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
一
人
一
人
の
献
血
へ
の
参
加

が
、
病
気
や
け
が
の
治
療
を
支
え
、

患
者
さ
ん
を
救
い
ま
す
。

　
希
望
者
に
は
、
生
化
学
検
査
、
血

球
計
数
検
査
結
果
を
お
送
り
し
ま

す
。
ま
た
、
骨
髄
バ
ン
ク
登
録
の
相

談
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

●
と
　き
　
３
月
22
日（
火
）

　▽
午
前
10
時
～
正
午

　▽
午
後
１
時
～
４
時

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
役
場

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
本
人
確
認
が

で
き
る
も
の（
健
康
保
険
証
、
運

転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）、

献
血
磁
気
カ
ー
ド（
献
血
し
た
人

に
交
付
済
み
）

●
内
　容
　
４
０
０
ml
　

●
対
　象
　
17
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の

男
性
、
18
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の
女

性
で
、
体
重
が
50
㎏
以
上
の
人

※
65
歳
以
上
の
人
は
、
60
歳
か
ら
64

歳
ま
で
に
献
血
経
験
が
あ
る
人

●
問
い
合
わ
せ
　
健
康
対
策
係

遠
賀
霊
園

お
彼
岸
の
お
知
ら
せ

【
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
】

●
と
　き
　
３
月
20
日（
日
・
祝
）

●
運
行
区
間
　

　JR
遠
賀
川
駅
～
遠
賀
霊
園

●
内
　容
　
　

　▽
JR
遠
賀
川
駅
発
遠
賀
霊
園
行
き

　　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時
　

　▽
遠
賀
霊
園
発
JR
遠
賀
川
駅
行
き

　　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

※
各
バ
ス
は
30
分
間
隔
で
運
行
し
ま
す
。

【
霊
園
入
口
を
24
時
間
開
門
】

　
彼
岸
の
間
は
、
24
時
間
開
門
し
て

い
ま
す
。

●
と
　き
　
３
月
17
日（
木
）午
前
７

時
～
23
日（
水
）午
後
６
時

●
問
い
合
わ
せ
　
管
財
係

犬
の
育
て
方
セ
ミ
ナ
ー

●
と
　き
　
３
月
28
日（
月
）

　午
後
１
時
30
分
～
４
時

［
受
付
］午
後
１
時
～

●
と
こ
ろ
　
福
岡
県
宗
像
総
合
庁
舎

　（宗
像
市
東
郷
）

●
内
　容
　
犬
の
飼
い
方
に
つ
い
て 

知
り
た
い
こ
と
な
ど
を
モ
デ
ル
犬

の
実
技
を
通
じ
て
説
明
し
ま
す
。

※
犬
の
同
伴
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
講
　師
　
福
岡
県
動
物
愛
護
推
進
員

（
家
庭
犬
し
つ
け
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

●
定
　員
　
30
人（
先
着
順
）

●
費
　用
　
無
料

●
申
込
期
限
　
３
月
23
日（
水
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　福
岡
県
宗
像
･
遠
賀
保
健
福
祉
環

境
事
務
所
　
保
健
衛
生
課
　

　☎
０
９
４
０（
３
６
）６
０
９
８

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
募
集

　
健
康
で
働
く
意

欲
の
あ
る
人
、
生

き
が
い
の
た
め
に

働
き
た
い
人
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
入
会
し
ま

せ
ん
か
。

●
対
　象
　
町
内
に
住
ん
で
い
る
60

歳
以
上
の
人

●
内
　容

施
設
管
理
、
自
動
車
の
運
転
、
不

法
投
棄
パ
ト
ロ
ー
ル
、
屋
内
清
掃
、

屋
外
清
掃
、
調
理
、
配
達
、
剪
定
、

草
刈（
機
械
使
用
）、
草
取
り（
手
作

業
）　
ほ
か

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　遠
賀
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　☎
０
９
３（
２
９
３
）８
０
０
７

国
税
専
門
官
採
用
試
験

●
試
験
日
　
５
月
29
日（
日
）

●
対
　象

▽
昭
和
61
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
7

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

▽
平
成
7
年
4
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
大
学
を
卒
業（
見
込

み
を
含
む
）す
る
人

●
申
込
期
間
　

▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
　

　
　
　
４
月
１
日（
金
）～
13
日（
水
）

▽
郵
送
　
４
月
１
日（
金
）～
４
日（
月
）

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
い
内
容

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　
▽
福
岡
国
税
局
人
事
第
二
課

　　
☎
０
９
２（
４
１
１
）０
０
３
１
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遠賀コミュニティーセンターからの

スポーツのすゝめ

春の教室募集
①「ハニーズキッズダンス教室」無料体験会
●と　き　４月10日（日）午前10時30分～ 11時30分
●ところ　遠賀コミュニティーセンター
●対　象　幼児年中～小学６年生（新学年）
●持ってくるもの　室内シューズ、タオル
②ピラティス
●と　き　毎週木曜日　午前11時～正午　
③やさしいフラ（フラダンス教室）
●と　き　毎週月曜日　
　　　　　午前10時30分～ 11時30分
※②③の費用は１回につき810円、申込期限は３月

末日です。
※②③は申込が5人未満の場合は開講しません。

●申し込み・問い合わせ　遠賀コミュニティーセンター
　☎０９３（２９３）６５２５

URL  http://onga-sportspark.com

※有料広告の内容は、直接広告主にお問い合わせください。

有
料
広
告
欄

※有料広告の内容は、直接広告主にお問い合わせください。

有
料
広
告
欄

P
u

b
lic

 N
e

w
s

岡垣町海老津駅前１２－８ ★ホームページ★ http://yoshida-jyuuken.com☎２８３－２０４２

不 動 産
リフォーム

家を売りたい、土地を売りたい・・家を売りたい、土地を売りたい・・
不動産売買なら吉田住建に
おまかせ下さい！

どうぞお気軽にご相談下さい(*^-^*)

ご相談 査 定 は 無料無料 です

二級建築士も２名在籍しております。
小さな工事からリフォームまでおまかせ下さい。

Public News
2016.3.10

■遠賀町役場

☎ 093（293）1234
℻ 093（293）0806

■遠賀町中央公民館

☎ 093（293）1355
℻ 093（293）5533

■駅前サービスセンター

☎ 093（293）8233
℻ 093（293）8234

■遠賀コミュニティーセンター

☎ 093（293）6525
℻ 093（293）7057

※改修工事のため、3月末まで休館します。
　工事期間中、事務室は、遠賀体育センター
　の２階に移動します。

■遠賀体育センター

☎ 093（293）5434

■遠賀町立図書館

☎ 093（293）9090
℻ 093（293）9091

■ふれあいの里センター

☎ 093（293）2030
℻ 093（293）8506

■遠賀町消費生活相談窓口

☎ 093（293）7783

遠賀町ホームページ

http://www.town.onga.lg.jp

遠賀町ホームページ

http://www.town.onga.lg.jp

地元岡垣にて開業38年、長年の経験と地域に根ざした豊富な情報力
で、適正に価格を査定いたします。スタッフ全員が宅地建物取引士（国
家資格）、安心の地元の不動産業者です。

※有料広告の内容は、直接広告主にお問い合わせください。

☎ 093-293-5322

暮らしの中の様々なご相談をお受けします。

 行政書士　中小企業診断士　ファイナンシャルプランナー

遠賀町浅木382-4

遺言書作成
相続手続き・離婚手続き
官公署許認可手続き
経営体質の改善
家計・各種保険の見直し

起業支援
任意後見手続き
各種契約書･示談書作成及び立ち会い
経営上の諸問題
ライフプラン作成、手持ち資産の活用

す
く
す
く（
乳
児
）ひ
ろ
ば

●
と
　き
　
３
月
15
日（
火
）

［
受
付
］午
前
９
時
30
分
～
10
時
30
分

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
対
　象
　
生
後
２
か
月
か
ら
1
歳

未
満
ま
で
の
乳
児

●
内
　容
　
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
、

身
体
計
測
、
保
健
師
・
助
産
師
の

育
児
相
談
、
栄
養
士
の
栄
養
相
談

●
費
　用
　
無
料

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
母
子
健
康
手

帳
、
バ
ス
タ
オ
ル
　

●
問
い
合
わ
せ
　
健
康
対
策
係

こ
と
ば
と
心
の
相
談

●
と
　き
　
４
月
１
日（
金
）

［
受
付
］午
前
９
時
～
正
午

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

※
１
組
30
分
程
度
で
す
。

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
対
　象
　
１
歳
か
ら
就
学
前
ま
で

の
幼
児

●
内
　容
　
臨
床
心
理
士
の
言
葉
や

心
の
発
達
相
談

●
費
　用
　
無
料

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
健
康
対
策
係

水
上
の
競
技「
レ
ガ
ッ
タ
」を

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か

レ
ガ
ッ
タ
教
室

　
教
室
で
は
、
初
心
者
で
も
取
り
組
み

や
す
い
４
人
漕
ぎ
の
ナ
ッ
ク
ル
艇
を
使

用
し
ま
す
。
１
人
で
の
参
加
も
可
能
で

す
の
で
、
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
と
　き
　
４
月
10
日（
日
）

　
午
前
10
時
～
正
午

※
天
候
に
よ
り
実
施
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
川
漕
艇
場

●
対
　象
　
誰
で
も
可

　（
乗
艇
で
き
る
の
は
中
学
生
以
上
）

●
内
　容
　
レ
ガ
ッ
タ
の
講
習
・
実
技

●
費
　用
　
無
料

●
申
込
期
限
　
４
月
６
日（
水
）

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
運
動
で
き
る

服
装
・
タ
オ
ル

※
水
に
濡
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
着
替
え
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
ス
ポ
ー
ツ
文
化
係

２
０
１
６
年
度

「
韓
国
語
講
座
」受
講
生
募
集

　
４
月
12
日（
火
）か
ら
開
講
し
ま
す
。

【
入
門
ク
ラ
ス
】

●
と
　き
　
火
曜
日
の
午
後
７
時
～

８
時
30
分（
月
３
回
）

●
対
　象
　
韓
国
語
が
全
く
分
か
ら

な
い
人

【
初
級
ク
ラ
ス
】

●
と
　き
　
金
曜
日
の
午
後
７
時
～

８
時
30
分（
月
３
回
）

●
対
　象
　
韓
国
語
を
少
し
学
ん
だ

こ
と
が
あ
る
人

【
中
級
ク
ラ
ス
】

●
と
　き
　
水
曜
日
の
午
後
３
時
～

４
時
30
分（
月
３
回
）

●
対
　象
　
韓
国
語
を
あ
る
程
度
話

す
こ
と
が
で
き
る
人

【
共
通
事
項
】

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
韓
国
会
館

　（
水
巻
町
頃
末
南
）

●
定
　員
　
20
人（
先
着
順
）

●
費
　用
　
2
５
０
０
円
／
月（
受
講
料
）

※
テ
キ
ス
ト
代
が
別
途
必
要
で
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
遠
賀
韓
国
会
館

　
☎
０
９
３（
２
０
１
）１
８
２
３
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４月
から
スタ
ート

新しい介護予防・日常生活支援
総合事業が始まります

　介護保険制度の改正により、平成28年 4月から、要支援1、2の人の介護予防サービ
スで「訪問介護（ホームヘルプ）」と「通所介護（デイサービス）」が、町独自の新しい
介護予防・日常生活支援総合事業（新しい総合事業）に移行します。新しい総合事業では、
これまで全国一律に提供されてきた介護予防サービスから、市町村が多様な生活支援ニー
ズに応えるサービスを総合的に提供できる仕組みに見直すものです。

0１ 0２
　総合事業のサービスは、大きく２つの事業に分けられます。
【介護予防・生活支援サービス事業】
　介護保険の要支援1、2の認定を受けた人や事業対象者（※）
を対象に行います。
※事業対象者…相談時に基本チェックリストによる判定（生
活機能などを確認するための質問票）などを行い、町が総
合事業の対象者と認定された人のこと

・訪問型サービス（ホームヘルパーによる買い物や家事など
の生活援助や身体介護のサービス）
・通所型サービス（デイサービスセンターでの体操やレクリ
エーションなどのサービス）
・生活支援サービス（見守りサービスなど）
【一般介護予防事業】
　65歳以上のすべての人を対象にした事業です。
・介護予防把握事業
・介護予防普及啓発事業　など

総合事業のサービス 現在の要支援認定から変わること

・新しい総合事業では、訪問介護サービスと通所介護サー
ビスの内容や提供時間が多様化します。
・町が事業対象者と認定することで、訪問介護サービスや
通所介護サービスを利用できます。
・現在、要支援1、2の認定があり、訪問介護サービスや通
所介護サービスのみを利用している人は、介護認定の有
効期間後に総合事業の対象になります。

0３ 新しい総合事業サービスを受けるまで

　高齢者支援係の地域包括支援センターにご相談ください。
相談内容や本人の状態、希望のサービスに応じて基本チェッ
クリストによる判定などを実施することで判断します。

●問い合わせ　地域包括支援センター（福祉課内）

訪問介護、通所介護、訪問看護、
訪問リハビリテーション、福祉用具貸与　など 左に同じ

訪問看護、通所リハビリテーション、
福祉用具貸与　など

〈現　行〉

訪問介護、通所介護

訪問看護、通所リハビリテーション、
福祉用具貸与　など

〈平成28年４月～〉

【介護予防・生活支援サービス事業】
訪問型サービス、通所型サービス

・予防が必要な人への介護予防教室
・元気な人への介護予防教室　など

・予防が必要な人への介護予防教室
・元気な人への介護予防教室　など

介護給付（要介護１～５） 介護給付（要介護１～５）

予防給付（要支援１、２） 予防給付（要支援１、２）

総合事業（要支援１、２・総合事業対象者）

総合事業【一般介護予防事業】介護予防事業

移行イメージ
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了
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平
成
26
年
６
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行
っ
て
き
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
自
転
車（
愛
称
：

お
ん
が
コ
ミ
チ
ャ
リ
）」の
社
会
実
験

を
平
成
28
年
３
月
31
日（
木
）を
も
っ

て
終
了
し
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
遠

賀
町
役
場
と
駅
前
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
で
の
貸
し
出
し
も
終
了
と
な
り

ま
す
。

　
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ
　
環
境
衛
生
係

※
雨
天
時
は
中
止
で
す
。

●
集
合
場
所
　
遠
賀
町
役
場
玄
関
前

●
問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
係

春
休
み
地
域
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

　
子
ど
も
た
ち
が
事

故
や
犯
罪
に
巻
き
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れ
る
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と
を
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止
す
る
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ト
ロ
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皆
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。
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　き
　

３
月
25
日（
金
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４
月
5
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火
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午
後
７
時
30
分
か
ら
１
時
間
程
度

火災・救急件数
遠賀郡消防本部
平成28年1月分

火　災
遠賀町 0件
郡　内 2件

救急出動
遠賀町 97件
郡　内 486件

火災案内
☎０１８０（９９９）９９８
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確
定
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告
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３
月
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日
ま
で
で
す
～

　
「
私
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定
申
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が
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し
ょ
う
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お
問
い
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が
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く
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り
ま
す
。
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収
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　 コミュニティ備品をご活用ください
　遠賀町では、コミュニティ活動用の備品を所有しています。各地域で
のさまざまなイベント（お祭りや交流会）などに活用してください。なお、
備品の貸し出しについては、町内の非営利の団体（各地
区・子ども育成会など）に限り、企業や個人への貸し出
しはできません。
●費　用
　無料（使用する際の燃料などは各団体で準備してください）
●申込方法
電話または生涯学習課窓口で備品の空き状況を確認し、コミュニティ
活動用備品等借用申請書を提出してください。
●申し込み・問い合わせ　社会教育係

備品名 数　量 備　考
ポップコーン機 ２台

電気使用綿菓子機 ２台
かき氷機 ３台
３連コンロ ２台

プロパンガス使用
やきとり機 ２台
たこ焼き機 ２台
鉄板焼 ４台
鉄板焼専用台 ３台
鉄板 １台 鉄板のみ
発電機 ４台 ガソリン使用
ポン菓子機 １台

プロパンガス使用
ガス釜 ２台
テント １０張 伸縮式４張　組立式６張
ポータブルアンプ ２台 電気使用
折りたたみ式机 ６０台
折りたたみ式イス １００脚
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４月
から
スタ
ート

新しい介護予防・日常生活支援
総合事業が始まります

　介護保険制度の改正により、平成28年 4月から、要支援1、2の人の介護予防サービ
スで「訪問介護（ホームヘルプ）」と「通所介護（デイサービス）」が、町独自の新しい
介護予防・日常生活支援総合事業（新しい総合事業）に移行します。新しい総合事業では、
これまで全国一律に提供されてきた介護予防サービスから、市町村が多様な生活支援ニー
ズに応えるサービスを総合的に提供できる仕組みに見直すものです。

0１ 0２
　総合事業のサービスは、大きく２つの事業に分けられます。
【介護予防・生活支援サービス事業】
　介護保険の要支援1、2の認定を受けた人や事業対象者（※）
を対象に行います。
※事業対象者…相談時に基本チェックリストによる判定（生
活機能などを確認するための質問票）などを行い、町が総
合事業の対象者と認定された人のこと

・訪問型サービス（ホームヘルパーによる買い物や家事など
の生活援助や身体介護のサービス）
・通所型サービス（デイサービスセンターでの体操やレクリ
エーションなどのサービス）
・生活支援サービス（見守りサービスなど）
【一般介護予防事業】
　65歳以上のすべての人を対象にした事業です。
・介護予防把握事業
・介護予防普及啓発事業　など

総合事業のサービス 現在の要支援認定から変わること

・新しい総合事業では、訪問介護サービスと通所介護サー
ビスの内容や提供時間が多様化します。
・町が事業対象者と認定することで、訪問介護サービスや
通所介護サービスを利用できます。
・現在、要支援1、2の認定があり、訪問介護サービスや通
所介護サービスのみを利用している人は、介護認定の有
効期間後に総合事業の対象になります。

0３ 新しい総合事業サービスを受けるまで

　高齢者支援係の地域包括支援センターにご相談ください。
相談内容や本人の状態、希望のサービスに応じて基本チェッ
クリストによる判定などを実施することで判断します。

●問い合わせ　地域包括支援センター（福祉課内）

訪問介護、通所介護、訪問看護、
訪問リハビリテーション、福祉用具貸与　など 左に同じ

訪問看護、通所リハビリテーション、
福祉用具貸与　など

〈現　行〉

訪問介護、通所介護

訪問看護、通所リハビリテーション、
福祉用具貸与　など

〈平成28年４月～〉

【介護予防・生活支援サービス事業】
訪問型サービス、通所型サービス

・予防が必要な人への介護予防教室
・元気な人への介護予防教室　など

・予防が必要な人への介護予防教室
・元気な人への介護予防教室　など

介護給付（要介護１～５） 介護給付（要介護１～５）

予防給付（要支援１、２） 予防給付（要支援１、２）

総合事業（要支援１、２・総合事業対象者）

総合事業【一般介護予防事業】介護予防事業

移行イメージ



　１月30日（土）、31日（日）の２日間、町内の小学４～６年生20人が「国立夜須高原青少年自然の家」で自然体験教室に参加し
ました。

自然がハートをわしづかみ
１月30日・31日　自然体験教室 in 夜須高原

天気予報は雨、不安な気持ちで出発

　１日目は、当日心配されていた雨は降ることなく、予定してい
たハイキングを無事に行うことができました。雪の残った坂道や
険しい山道を進み、やっとの思いで公園に着いた子どもたち。晴
れやかな青空の下、遊具で遊んだり鬼ごっこをしたりと、汗をか
くほど元気よく走り回りました。

雨の心配を吹き飛ばしてくれた１日目の青空

食事のひととき、会話がはずみます

澄んだ空気に包まれて子どもたちもリフレッシュ

　２日目も天候に恵まれ、木々の間を専用のボブスレーで滑り降
りる「林間ボブスレー」を体験。始めはみんな、１人で操作するこ
とに緊張していたようですが「スピードが出て楽しい」「もう１回
滑りたい！」と笑顔で何度も挑戦していました。
　参加した子どもたちは、地域のボランティアの人たちと自然の
中でさまざまな体験をし、豊かな心を育みました。
　来年度も11月と２月に自然体験教室を行う予定です。

初めてのボブスレーにみんなドキドキ
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　遠賀町遺族会会長柴田征一郎さん（今古賀）が福岡県遺族
連合会を代表し、１月27日から30日にかけ、日本遺族会の

「天皇皇后両陛下のフィリピン共和国慰霊訪問に伴うお出迎
え事業」に参加しました。
　天皇皇后両陛下は、29日にラグナ州カリラヤの「比

ひ と う

島戦
没者の碑」で、戦没者遺族や政府関係者約150人が見守る中、
日本人戦没者約51万8000人に対する慰霊を行われました。
両陛下御拝礼後、訪

ほ う ひ

比した戦没者遺族で全戦没者追悼式を
行いました。

　遠賀南中学校が、法務省及び全国人権擁護委員連合会主催の
第35回全国中学校人権作文コンテストにおいて、感謝状を受領
しました。
　贈呈式は12月21日に遠賀南中学校で行われ、中尾教育長、遠
賀町人権擁護委員が見守る中、福岡法務局北九州支局 平田支局
長より守

もりつぐ

次校長に感謝状が贈呈されました。
　平田支局長からは、中学校の取り組みに対し感謝の意が述べ
られ、守次校長は「今後も人権作文の取り組みを続けていきたい」
と答えられました。
　同コンテストでは、遠賀南中学校2年生の古川夏

か な

名さん（芙蓉）
が奨励賞を受賞しています。

未来に向かって
12月21日　全国中学校人権作文コンテスト感謝状贈呈

戦没者遺族を代表し慰霊果たす
1月27日～ 30日　フィリピンへ慰霊訪問

　全国納税貯蓄組合連合会と国税庁では、税に対する正しい知
識と理解を深めるため、毎年中学生を対象に「税についての作文」
を募集しています。　
　今年は、福岡国税局管内で564校から約54,000点の作文の応
募がありました。その中から遠賀中学校では黒

く ろ き ま な か

木愛加さん（田園

南）と福本零
れん

さん（松の本）、山口裕太郎さん（田園南）の３人が、
遠賀南中学校からは添田美咲さん（老良）と西

にしより

依由里香さん（東和
苑）の２人が表彰されました。
　いずれの作文も、税の必要性などについて、身近な話題を織
り交ぜて表現したすばらしい作品に仕上がっていました。　

知識と理解を深め
12月16・17日　中学生の「税に対する作文コンクール」表彰

感
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●問い合わせ　健康対策係

Hea l t h  D i c t i ona r y

●問い合わせ　環境衛生係

Environmental Hygienics

http://webopac-library.town.onga.fukuoka.jp

『ドンのくち』　
こしだ　ミカ　作・絵

　私は食べるのが遅い。でも、犬のドンは、
いつもおいしそうに食べてる。ドンの食べる
とこ、じっくり見てみよう。

『文房具のやすみじかん』　
土橋　正　文　小池　壮太　絵

　色えんぴつ、ボールペン、修正液…。子ど
もたちにおなじみの文房具の仕組みがわかる
絵本。

『ママがやった』　
井
いのうえ

上　荒
あれの

野　著
　小料理屋の女主人百々子79歳と、奇妙な魅
力をもった７つ年下の夫。半世紀連れ添った
男をなぜ妻は殺したのか…。

『わたしの宝石』　
朱
しゅかわ

川　湊
みなと

人　著
　結婚したことについては、僕は後悔してい
ない。けれど、僕が知らない間に…。じんわ
りと心をえぐる愛のストーリー。

『ロング・ロング・ホリディ』　
小
しょうじ

路　幸
ゆきや

也　著
　80年代初頭の札幌を舞台に、喫茶店でアル
バイトをする大学生と店に集う若者たちの成
長と苦悩を描いた長編小説。

『ありきたりの痛み』　
東
ひがしやま

山　彰
あき ら

良　著
　日本と台湾を行き来して過ごした子ども時
代、偏愛する作家と音楽、直木賞受賞…。作家・
東山彰良の初のエッセイ集。

　遠賀町に在住、在勤、在学の方はどなたでも初回は、無料で利
用カードを作ることができます。お名前、現住所が確認できる運
転免許証、または健康保険証、在勤証明書などをお持ちください。

子ども読書まつり

おりがみ教室

　４月23日の「子ども読書の日」を含めて、スタンプラリー
など楽しいイベントを行います。
●と　き　３月19日（土）～５月15日（日）

●と　き　３月20日（日・祝）　午後２時～３時
●ところ　多目的室
●対　象　小学生以上
●定　員　10名（先着順）
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おはなし会０・１・２（赤ちゃんむけ）

おはなし会（幼児～小学校低学年むけ）

●と　き　毎月第3水曜日　午前11時～ 11時30分
●ところ　木

き

ッズランド
●対　象　０歳から2歳までの乳幼児と保護者
●内　容　赤ちゃん絵本の読み聞かせやわらべうた、手あそび など

●と　き　毎週土曜日　午後2時30分～３時
●ところ　おはなしの部屋
●内　容　絵本の読み聞かせ、手あそび　など

人気本ベスト５
１位　人魚の眠る家

２位　流

  〃   下町ロケット2

  〃   ユートピア

  〃   火花

東
ひがしの

野　圭
けいご

吾　著

東
ひがしやま

山　彰
あ き ら

良　著

池
い け い ど

井戸　潤
じゅん

　著

湊
みなと

　かなえ　著

又
またよし

吉　直
な お き

樹　著
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３
月
９
日
は
脈
の
日
・
心
房
細
動
週
間
で
す
。

　
日
本
脳
卒
中
協
会
は
、
国
民
に「
脈

を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
」の
大
切
さ
を

呼
び
か
け
、
心
房
細
動
か
ら
の
脳
梗

塞
を
予
防
す
る
た
め
に
、
３
月
９
日

を
脈
の
日
と
し
、
そ
こ
か
ら
１
週
間

を「
心
房
細
動
週
間
」と
し
て
い
ま
す
。

●
心
房
細
動
に
よ
る
脳
梗
塞
と
は

　
寝
た
き
り
や
要
介
護
の
状
態
に
な

る
最
も
多
い
原
因
で
、
死
因
の
第
４

位
を
占
め
る
脳
卒
中
。
脳
卒
中
の
約

６
割
が
脳
梗
塞（
血
管
が
詰
ま
る
タ
イ

プ
）で
、
心
臓
に
で
き
た
血
栓（
血
の

塊
）が
脳
や
首
の
動
脈
に
詰
ま
る
こ
と

に
よ
っ
て
起
こ
る
心
原
性
脳
塞
栓
症

は
、
脳
梗
塞
の
２
～
３
割
を
占
め
ま

す
。
大
き
な
血
管
が
詰
ま
り
、
脳
が

ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
る
範
囲
が
広
い
た

め
、
死
亡
率
が
高
く（
２
割
）、
寝
た

き
り
な
ど
の
重
い
後
遺
症
が
残
る
場

合
が
多
い
の
で
す（
４
割
）。
心
原
性

脳
塞
栓
症
の
原
因
の
７
割
以
上
は
心

房
細
動
で
、
心
房
細
動
か
ら
の
心
原

性
脳
塞
栓
症
の
発
症
予
防
は
極
め
て

重
要
で
す
。

●
心
房
細
動
と
は

　
安
静
時
の
正
常
な
脈
拍
は
、
規
則

的
で
１
分
間
に
60
～
１
０
０
回
で
す
。

心
房
細
動
に
な
る
と
、
心
房
が
１
分
間

で
３
０
０
回
以
上
震
え
て
、
う
ま
く
収

縮
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
す
る
と
脈
拍

は
、
不
規
則
に
な
り
ま
す
。

　
心
房
細
動
は
年
齢
が
上
が
る
に
つ

れ
て
発
生
率
が
高
く
な
り
、
女
性
よ

り
も
男
性
に
多
く
発
生
し
ま
す
。
　

　
健
康
な
人
で
も
発
生
し
ま
す
が
、

高
血
圧
、
糖
尿
病
、
心
筋
梗
塞
・
弁

膜
症
な
ど
の
心
臓
病
や
慢
性
の
肺
疾

患
の
あ
る
人
は
よ
り
発
生
し
や
す
く
、

ま
た
ア
ル
コ
ー
ル
や
カ
フ
ェ
イ
ン
の

過
剰
摂
取
、
睡
眠
不
足
、
精
神
的
ス

ト
レ
ス
時
に
発
生
し
や
す
く
な
る
の

で
注
意
が
必
要
で
す
。

●
心
房
細
動
の
症
状

　
「
ど
き
ど
き
す
る
」「
胸
が
痛
い
・

苦
し
い
」「
息
切
れ
」「
疲
れ
や
す
い
」

な
ど
の
症
状
が
多
く
、
手
首
や
頸
部

（
首
）の
脈
を
計
る
と
普
段
よ
り
も
速

か
っ
た
り
、
ま
た
速
い
・
遅
い
を
不

規
則
に
繰
り
返
し
た
り
し
ま
す
。
し

か
し
半
数
は
全
く
症
状
が
な
く
、
長

い
期
間
に
わ
た
っ
て
気
づ
か
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
脈
の

チ
ェ
ッ
ク
や
心
電
図
検
査
に
よ
っ
て

早
期
発
見
・
受
診
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

●
適
切
な
抗
凝
固
療
法
で
脳
梗
塞
を

予
防
し
ま
し
ょ
う
。

　
い
っ
た
ん
心
房
細
動
と
診
断
さ
れ

る
と
、
多
く
の
場
合
、
抗
凝
固
療
法

が
開
始
さ
れ
ま
す
。
抗
凝
固
薬
と
し

て
従
来
か
ら
使
わ
れ
て
い
る「
ワ
ー

フ
ァ
リ
ン
」の
ほ
か
に
も
、
新
し
い
種

類
の
も
の
が
い
く
つ
か
出
て
い
ま
す
。

主
治
医
と
相
談
し
な
が
ら
、
適
切
な

治
療
を
継
続
的
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

ご
み
は
出
し
た
場
所
で
処
分
を

　
皆
さ
ん
は
多
く
の
自
治
体
を
悩
ま

せ
て
い
る「
越え

っ
き
ょ
う境
ご
み
」を
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
。

　
今
回
は
、
越
境
ご
み
の
問
題
に
つ

い
て
、
お
伝
え
し
ま
す
。

●
越
境
ご
み
っ
て
？

　
「
越
境
ご
み
」と
は
、
ご
み
が
発
生

し
た
自
治
体
と
は
別
の
自
治
体
に
排

出
さ
れ
る
こ
と
で
す
。
ご
み
の
処
理

に
関
し
て
定
め
た
法
律
で
は「
ご
み

は
、
排
出
さ
れ
た
自
治
体
で
処
分
・

処
理
す
る
こ
と
」が
原
則
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
つ
ま
り
、
そ
こ
で
生
活
す
る

人
が
出
し
た
ご
み
は
、
そ
の
自
治
体

の
中
で
処
分
・
処
理
し
ま
し
ょ
う
と

い
う
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
現
状
で

は
越
境
ご
み
は
増
加
傾
向
に
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
越
境
ご
み
の
原
因
は
？

　
増
加
の
背
景
の
一
つ
と
し
て
、
違

法
な
無
料
回
収
業
者
の
増
加
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
違
法
な
無
料
回
収
業
者

の
多
く
が
、
複
数
の
自
治
体
で
さ
ま

ざ
ま
な
物
を
回
収
し
て
回
り
、
そ
の

中
か
ら
金
属
な
ど
の
お
金
に
な
る
も

の
を
選
別
し
、
そ
れ
以
外
の
物
は
出

さ
れ
た
自
治
体
と
は
関
係
な
く
、
出

し
や
す
い
処
理
施
設
な
ど
に
持
ち
込

ん
で
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
そ
の
自

治
体
に
は
、多
数
の
越
境
ご
み
が
入
っ

て
く
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
越
境
ご
み
の
問
題
点
は
？

　
ご
み
の
処
理
に
は
莫
大
な
費
用
が

か
か
り
ま
す
。
そ
の
費
用
は
、
皆
さ

ん
が
買
っ
て
い
る
ご
み
袋
代
と
そ
の

自
治
体
の
税
金
で
賄
っ
て
お
り
、
ご

み
を
出
し
た
人
が
、
費
用
を
負
担
す

る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
越
境
ご
み
は
、
実
際
に

そ
の
ご
み
を
出
し
て
い
な
い
人
た
ち

が
処
理
費
用
を
負
担
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
焼
却
や
リ
サ
イ

ク
ル
で
き
な
い
ご
み
が
含
ま
れ
て
い

る
と
、
埋
め
立
て
処
分
せ
ざ
る
を
え

ず
、
限
ら
れ
た
埋
立
地
の
受
け
入
れ

容
量
の
限
界
を
早
め
る
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　
個
人
の
力
で
は
入
っ
て
く
る
越
境
ご

み
を
減
ら
す
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、

ま
ず
は
私
た
ち
が
越
境
ご
み
を
出
さ
な

い
た
め
に
、
違
法
な
無
料
回
収
業
者

を
使
わ
な
い
こ
と
を
心
が
け
、
町
内
で

発
生
し
た
ご
み
は
、
遠
賀
・
中
間
地
域

の
指
定
袋
で
、
住
ん
で
い
る
地
域
の
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

　
ご
み
の
問
題
は
、
皆
さ
ん
の
ち
ょ
っ

と
し
た
心
が
け
次
第
で
、
良
く
も
悪

く
も
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
問
題

が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
も
ら

う
こ
と
が
、
適
正
な
ご
み
処
理
の
第
一

歩
に
な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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て
喉
通
る

紀
成

　慶
子

枇び

杷わ

の
花
ぽ
ぽ
と
隣
家
の
灯
り
け
り

生
野
八
代
子

遠
賀
青
葉
句
会
抄

岸
原

　清
行
選

俳
句
・
短
歌

おはなし会０・１・２（赤ちゃんむけ）

おはなし会（幼児～小学校低学年むけ）

●と　き　毎月第3水曜日　午前11時～ 11時30分
●ところ　木

き

ッズランド
●対　象　０歳から2歳までの乳幼児と保護者
●内　容　赤ちゃん絵本の読み聞かせやわらべうた、手あそび など

●と　き　毎週土曜日　午後2時30分～３時
●ところ　おはなしの部屋
●内　容　絵本の読み聞かせ、手あそび　など

人気本ベスト５
１位　人魚の眠る家

２位　流

  〃   下町ロケット2

  〃   ユートピア

  〃   火花

東
ひがしの

野　圭
けいご

吾　著

東
ひがしやま

山　彰
あ き ら

良　著

池
い け い ど

井戸　潤
じゅん

　著

湊
みなと

　かなえ　著

又
またよし

吉　直
な お き

樹　著
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１歳のお誕生日おめでとう！葵ちゃんはパパとママの宝物です♥どんな女の子に成長するか楽しみだね！

平成27年
３月22日生
平成27年
３月22日生

芳
村

　
　葵 

ち
ゃ
ん

芳
村

　
　葵 

ち
ゃ
ん

（
虫
生
津
）

（
虫
生
津
）

よ
し
む
ら

よ
し
む
ら

　
　

  

あ
お
い

　
　

  

あ
お
い

け
ん
た
ろ
う

修平おめでとう！４月からい
よいよ年少さん！いろんなこ
とにチャレンジして元気いっ
ぱい大きくなってね。

平成25年
３月27日生
平成25年
３月27日生

飯
野

　修
平 

ち
ゃ
ん

飯
野

　修
平 

ち
ゃ
ん

（
別
府
）

（
別
府
）

い
い
の

い
い
の

し
ゅ
う
へ
い

し
ゅ
う
へ
い

おたんじょうびおめでとうおたんじょうびおめでとうおたんじょうびおめでとう

募　集
　このコーナーでは、誕生日を迎える
３歳までのお子さんの写真を募集して
います。広報発行日の１か月前まで
に、行政経営課（広報担当）にご連絡
ください。

町営遠賀霊園公園の休憩所が
完成しました

平成28年度の国民健康保険の
保険証をお届けします

　森林整備加速化・林業再生事業補助金を活用し、町営遠賀霊
園公園に休憩所を開設しました。
　休憩所には、福岡県産のヒノキとスギを使用しており、来園
者に木のやすらぎの空間を提供します。建物全体が木のぬくも
りを感じさせる造りです。

　花の便りがきかれる季節となりました。ぜひ来園時の休憩に
ご利用ください。
●問い合わせ　管財係

　現在使用中の国民健康保険被保険者証（保険証）は、平成28年
３月31日で有効期限が切れるため、新しい保険証に切り替わり
ます。国民健康保険に加入している世帯には、４月から使用す
る保険証（藤色）を３月中旬ごろに簡易書留郵便で発送します。
有効期間は１年間です。
　なお、保険証の裏面に「臓器提供意思表示欄」が設けられてい
ます。これに記入することで、臓器移植に対する自分の意思を
表示することができます。
※社会保険に加入して保険証をお持ちの人で、国民健康保険証
が届いた人は、国民健康保険をやめる手続きがまだ完了して
いません。社会保険証と国民健康保険証を持って国保年金係
窓口で手続きを済ませてください。

【ジェネリック医薬品希望カード】
　ジェネリック医薬品（後発医薬品）の普及拡大のため、保険証
にはジェネリック医薬品の希望カードがセットになっていま
す。先発医薬品と同じ有効成分を使っており、効き目、品質、
安全性が同等でありながら、低価格なジェネリック医薬品。使
うことで、個人の支払う医療費の削減はもちろんのこと、国の
総医療費削減にもつながりますので、ぜひご協力ください。
●問い合わせ
　▽国民健康保険証について
　　国保年金係
　▽臓器提供意思表示欄について
　　日本臓器移植ネットワーク
　　☎０１２０（７８）１０６９

Ｑ
．「
こ
の
４
月
か
ら
電
力
料
金
が
自

由
化
に
な
る
。
そ
の
前
に
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
、
売
電
す
れ
ば
儲

か
る
。
設
置
費
用
は
２
０
０
万
円
で
、

ロ
ー
ン
を
組
む
と
月
々
１
万
円
の
支

払
い
で
済
む
。」
と
業
者
か
ら
説
明
を

受
け
た
が
、
信
用
し
て
良
い
か
。

Ａ
．
売
電
収
入
は
、
気
象
条
件
や
設

置
条
件
な
ど
様
々
な
条
件
に
よ
っ
て

変
わ
り
ま
す
の
で
、
慎
重
な
検
討
が
必

要
で
す
。
電
力
の
小
売
自
由
化
に
便
乗

し
た
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
契
約

を
は
じ
め
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
導
入
、

蓄
電
池
の
設
置
な
ど
の
勧
誘
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
電
力
の
小
売
自
由
化
と

直
接
関
係
の
な
い
契
約
に
つ
い
て
は
、

そ
の
必
要
性
を
よ
く
考
え
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
こ
れ
を
口
実
に
し
た
怪
し

い
電
話
に
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
相
談
・
問
い
合
わ
せ
　

遠
賀
町
消
費
生
活
相
談
窓
口

（
駅
前
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
）

［
午
前
］午
前
９
時
〜
正
午

［
午
後
］午
後
１
時
〜
４
時
30
分

※
土
日
、
祝
日
を
除
き
ま
す
。

☎
０
９
３（
２
９
３
）７な
く
そ
う
な
や
み

７
８
３

　皆さんの悩みや
疑問、気になって
いることにお答え
します。

明
る
い
く
ら
し
の
た
め
に
！

明
る
い
く
ら
し
の
た
め
に
！

消
費
生
活
の

　
　
　
　
豆
知
識

消
費
生
活
の

　
　
　
　
豆
知
識

消
費
生
活
相
談
窓
口

おんが町

　皆さんの悩みや
疑問、気になって
いることにお答え
します。

明
る
い
く
ら
し
の
た
め
に
！

明
る
い
く
ら
し
の
た
め
に
！

消
費
生
活
豆
知
識

消
費
生
活
豆
知
識

消
費
生
活
相
談
窓
口

おんが町
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